
 

 この度は、ご意見箱への回答に関しまして、ご家族のお気持ちを害する

結果となってしまい、誠に申し訳ございませんでした。          

「旅立ちの衣装」という表現について、十分な配慮を欠いており、ご不快

なお気持ちにさせてしまった事実を真摯に受け止めております。     

今後は、ご提案いただいたイラストを含め、よりお気持ちに配慮した表現

へと変更いたします。                                                     

このような大切なご意見をお寄せいただき、誠にありがとうございまし

た。                                                               

                  安岡病院 副院長・看護部長 古本 たつ子                                               

 

 

 

 

 

 

 ご意見  

旅立ちの衣装という表現は家族への思いに寄り添っている表現だと思い 

ますが、何気なく開いた扉でこの文字を見た時、ベッドで患者がまだ頑張 

っているのに、前もって準備？                                  

 患者の家族としては良い気持ちになれませんでした。                                  

 せめて、表
おもて

ではなく文字の方を裏にしてもらうとか、何か花の絵などの 

 イラストにしても良いのではと・・・。                                  

 全ての家族が受け入れられるとは。                                  

                                     

                   （ 入院玄関：26 年１月） 

 お答え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見箱 回答 

※「ご意見」の文章につきましては、プライバシーの保護の観点から、直筆での掲載は控えさせ

ていただきます。又、一部文章を省略させていただく場合もございます、ご了承下さい。 


